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摘　要

都内の街路樹は高木化にともない，ぶつ切り剪定など不適切な剪定がされる場合が多くみられているた

め，狭小街路への植栽や剪定管理の省力化に有望と考えられる中高木10樹種について，適切な剪定強度を

明らかにするために試験を行った。供試樹種の中で，サクラ‘天の川’，ソヨゴ‘ハラシマ’，トキワエゴ

ノキ，マグノリア‘ワダスメモリー’，モチノキ‘オウゴン’の 5 樹種は，弱剪定でも細身で良好な樹形を

維持することができるため，狭小街路に適し，剪定管理労力を軽減できる樹種として有望である。

道路植樹帯に植えられる低木はツツジ類に樹種が偏っているため，12樹種の栽培試験を行い，新しい有

望樹種を探索した。成長が緩慢で刈り込みの省力化が望めるオタフクナンテンと，葉や花の観賞性に優れ

るヒメシャリンバイの 2 樹種は，新しい低木として有望である。
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簡略表題　街路樹の剪定手法と低木樹種の選定
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緒　言

都市における街路樹には「景観向上」，「環境保

全」，「緑陰形成」，「交通安全」，「防災」の 5 つの機

能が求められている（一般社団法人日本造園建設業

協会，2006）。東京都もその重要性から街路樹の充

実に向けた取り組みを続けており，1975年には街路

樹本数は約18万本であったが，2008年に開始された

街路樹の充実事業（街路樹100万本計画）などによ

り，2024年時点では約100万本の街路樹等（高木）

が植栽されている（東京都建設局公園緑地部計画

課，2023；東京都建設局，2025）。植栽本数が多い

樹種を順番に並べると，上位 10 位まではハナミズ

キ，イチョウ，サクラ類，トウカエデ，ケヤキ，プ

ラタナス類，クスノキ，マテバシイ，ヤマモモ，コ

ブシとなっている。これらの樹種のうち，ハナミズ

キ，コブシを除いた 8 樹種は高木化しやすい樹種

で，高木化した街路樹は，太い枝の部分でのぶつ切

り剪定（枝の芽の位置や分岐を考慮せずに太い枝の

途中で切断する剪定）など不適切な剪定をされる場

合が多くみられている（冨田，2020）。このような

剪定は，枝が道路にはみ出したり建物にぶつかった

りすることへの対応，倒木および落枝への対応，落

ち葉への苦情対応などのために行われていると考え

られる。大高木は，歩道幅員が5.5 m 以上の道路に

植栽することが望ましいとされており（一般社団法

人日本造園建設業協会，2006），それより狭い狭小

街路においては，横に伸びた枝が邪魔になりやすい

ため，ぶつ切り剪定が行われやすい。ぶつ切り剪定

は木の健康状態に悪影響を及ぼすことで枯損の原因

になったり，景観を悪化させたりするため，改善が

必要である。そのような状況の中，東京都は 2011 
年に「街路樹ガイドブック」を発行した（東京都産

業労働局農林水産部・（公財）東京都農林水産振興

財団東京都農林総合研究センター，2011）。このガ

イドブックは新しい街路樹を提案するものであり，

もともとの樹種特性として枝張が広がりにくいなど

狭小街路への植栽が可能な樹種も掲載されている。

しかしながら，そうした樹種の基礎的な情報は記載

されているものの，具体的な剪定管理方法について

の情報は無い。そのため，「街路樹ガイドブック」

に記載のある樹種の活用を推進するためには，狭小

街路への植栽に適した樹種を明らかにするととも

に，適切な管理方法を示す必要がある。

また，各都道府県における中低木本数は，東京都

が最も多く，2022年時点で14,478,952本となってい

る（国土交通省国土技術政策総合研究所，2023）。
樹種の割合については，関東の道路に植栽されてい

る中低木の58.8％がツツジ類となっており，ツツジ

類に偏って樹種選択がなされている。この樹種の偏

りは，ツツジ類は強健であり簡単には傷んだり枯れ

たりしないだけでなく，枝の伸長はそれほど旺盛で

はなく刈り込み作業頻度が年に 1 回程度とそれほど

多くなくて済む性質が道路管理者に好まれることで

生じているものと推測される。しかし，近年ではネ

イチャーポジティブの考え方から，都市においても

生物多様性保全の取り組みを加速させる必要がある

という意見も出てきている（村上，2023）。さらに，

街並みの景観性をより高めたり独自性を出したりす

るためにも樹種の多様性を向上させることは重要で

あると考えられる。

このように，都内の道路植樹帯に植栽される街路

樹とその下に植栽される低木には改善すべき課題が

多くあるが，街路樹の管理費用や労力削減がその根

底にはあり，管理費用や労力削減につながる対策が

特に必要とされている。そこで本研究では，「街路

樹ガイドブック」に記載のある樹種を中心に，新し

い街路樹として利用が期待される樹種について生育

特性や適切な剪定方法を明らかにし，狭小街路でも

無理なく省力的に管理可能な中高木樹種の提案と剪

定強度の提示を行う。さらに，ツツジ類に代わる新

しい低木の特性を明らかにし，低木樹種の多様性向

上に貢献するとともに，管理労力の低減により，管

理費用の削減が見込める低木を選定し，都内街路樹

の効率的な管理に役立てるための知見とする。

材料および方法

1．新しい街路樹用中高木の適切な剪定強度
2020年 3 月に，表 1 に記した10樹種を， 1 樹種あ

たり24本ずつ東京都立川市内の農林総合研究セン

ター内の赤土客土圃場に定植した。これらは，枝が

横に広がりづらい，成長が遅い，近年街路樹として

利用が増加している，花や実，新葉の発色，紅葉が

美しいなどの優れた特性を持つ樹種であることから

供試樹種として選定した。イロハモミジ ‘司シル

エット’，サクラ ‘天の川’，ソヨゴ ‘ハラシマ’の

3 樹種は枝が横に広がりづらい性質が，トキワエゴ

ノキ，ヒメユズリハ，マグノリア ‘ワダスメモリー’，
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モチノキ ‘オウゴン’の 4 樹種は成長が遅い性質が，

アーモンド，オリーブ ‘シプレッシーノ’，ホンコ

ンヤマボウシの 3 樹種は花や葉の高い観賞性が特に

期待される。植栽間隔は，樹種ごとに想定される成

長特性に基づき100 cm～200 cm の間とした。試験

樹を 6 本ずつ 4 つのグループに分け，剪定強度を

無，弱，中，強の 4 段階（表 2 ）に設定し，それぞ

れの剪定強度で2020年 4 月から2023年 3 月までの

間， 2 ～ 4 月に毎年剪定を行った。なお，剪定の際

には，太い枝の途中で切り落とすようなぶつ切り剪

定ではなく，枝には必ず葉を残すようにするなど，

木への負担をできるだけ小さくするように剪定を

行った。剪定強度を強剪定とした場合も同様で，枝

を短く切り詰める際もぶつ切り剪定にはならないよ

うにした。試験中に隣の木と枝が接触するように

なった 6 樹種（アーモンド，イロハモミジ ‘司シル

エット’，オリーブ ‘シプレッシーノ’，ソヨゴ ‘ハ

ラシマ’，ヒメユズリハ，ホンコンヤマボウシ）に

ついては，2022年 2 月に 6 本のうち 3 本を伐採し，

植栽間隔を確保した。施肥は毎年 3 月下旬から 5 月

上旬の間に化成 8 号（N:P2O5:K2O ＝ 8 : 8 : 8 ）を初

年度のみ200 g/m2，その後は100 g/m2施用し，除草

は適宜行った。成長調査として，2020年 4 月から

2023年10月にかけて 3 ヵ月に一回，樹高，枝張を調

査した。2023年 3 月中旬から 4 月上旬にかけて行っ

た剪定の後は剪定枝の乾物重を測定した。また，枝

の発生特性を明らかにするため，2023年 8 ～ 9 月

に，その年に発生した新梢の伸長量および発生角度

を，樹体の上部，中部，下部に分けて調査した。さ

らに，2023年11月に樹形を目視で評価し，剪定強度

ごとの最終的な評価を行った。

表 1　中高木試験の供試樹種

表 2　強度ごとの剪定内容
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2 ．新しい道路植樹帯向け低木の特性評価
2019年 3 月に，東京都立川市内の農林総合研究セ

ンター内の赤土を客土した圃場に，表 3 に記した12
樹種と，対照樹種としてサツキおよびヒラドツツジ

を株間50 cm で各樹種10株ずつ定植した。これらの

樹種は全て常緑樹であり，生育が緩やかであった

り，新葉が黄色いなど葉色に特色があったり，花の

観賞性が高かったりなど，新しく都道の道路植樹帯

向け低木として利用するにあたり有望な特性を持つ

樹種であることから供試樹種として選定した。イヌ

ツゲ ‘ヒレリー’，オタフクナンテン，コクチナシ，

セイヨウバクチノキ ‘オットライケン’，ピットス

ポルム ヘテロフィルム ‘バリエガツム’，ビブルヌ

ム ハリアヌムの 6 樹種は，生育が緩やかである性

質が，イヌツゲ ‘ゴールデンジェム’，イヌツゲ ‘バ

リエガータ’，イレックス アテヌアタ ‘サニーフォ

スター’，コミノネズミモチ ‘バリエガツム’の 4
樹種は葉色に特色がある性質が，クチナシ，ヒメ

シャリンバイは花の観賞性が高い性質が特に期待さ

れる。施肥は毎年 3 月下旬から 5 月上旬の間に化成

8 号（N:P2O5:K2O ＝ 8 : 8 : 8 ） を100 g/m2施用し，

除草は適宜行った。生育期間中の2020年 7 月から

2021年10月にかけて病害虫の発生程度を継続的に調

査した。植栽して 2 年間は刈り込みを行わず，2021
年の 7 月から 8 月に 1 回目の刈り込みを行った。刈

り込み直後の 7 月（クチナシ，コクチナシは 8 月）

と，刈り込みから回復し新梢の伸びが落ち着いた

2021年10月と2022年 7 月に樹高を測定し，刈り込み

後の成長量を調査した。2022年は 8 月に刈り込みを

行い，10株のうち 5 株は2021年と同程度のサイズで

刈り込み，剪定枝発生量を計測した。残りの 5 株に

ついては昨年の刈り込み時より樹高，枝張ともに10 
cm 程度小さくなるように強く刈り込み，2022年 9
月～2023年 8 月にかけて，刈り込み後の回復程度を

見た目の緑程度で評価した。なお，見た目の緑程度

は以下の式から算出した。

見た目の緑程度＝ Σ（指数×指数毎株数）/
　　　　　　　　（ 4 ×調査株数）×100
植物体を上から見た時の樹冠全体を100とした際

に葉で覆われている面積の割合から，株ごとに以下

の指数をあてはめて算出した。

指数：葉で覆われている面積の割合が， 0 ＝ 0 ％

以上20％未満， 1 ＝20％以上40％未満， 2 ＝40％
以上60％未満， 3 ＝60％以上80％未満， 4 ＝80％

表 3　低木試験の供試樹種
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以上100％以下

さらに，成長速度や剪定枝発生量，観賞性等を含

め総合評価を行った。

結果および考察

1．新しい街路樹用中高木の適切な剪定強度
（1） 無剪定時の生育

供試樹種を無剪定で栽培した場合，試験期間中に

他の樹種と比べて樹高が高くなったのは，サクラ 
‘天の川’，ソヨゴ ‘ハラシマ’，ホンコンヤマボウ

シであり，2023年10月時点で450 cm 程度に達した

（図 1 ）。しかし，植栽 4 年目の2023年と比較して，

植栽 2 年目の2021年と 3 年目の2022年の方が樹高の

成長量は大きいため，樹高が500 cm を大きく超え

るような高木になることはないと考えられる。それ

に対し，アーモンドおよびオリーブ ‘シプレッシー

ノ’は，2023年10月時点の樹高でそれぞれ379 cm，

424 cm であるが，2023年の伸びが2022年と同程度

以上であり，今後さらに樹高が増大する可能性があ

る。アーモンドやオリーブの最大樹高はそれぞれ 4
～10 m，15 m とされており，最大樹高がそれぞれ

30～45 m，20～25 m とされるイチョウやケヤキほ

どの樹高になるとは言えないまでも，利用に注意が

必要である（Javaid et al, 2019; 村田・米倉，2016）。
マグノリア ‘ワダスメモリー’，モチノキ ‘オウゴ

ン’は樹高の伸びが極めて緩慢であり，試験期間中

の樹高成長量はそれぞれ23 cm， 6  cm であった。

モチノキ ‘オウゴン’については， 3 個体で中心の

枝が枯れたことも影響した。

他の樹種と比べて枝張が大きくなったのは，アー

モンドとホンコンヤマボウシであり，2023年10月時

点で300 cm に達した（図 2 ）。それに対し，サクラ 
‘天の川’ ，ソヨゴ ‘ハラシマ’，トキワエゴノキ，

マグノリア ‘ワダスメモリー’，モチノキ ‘オウゴ

ン’は枝張の増大は小さく， 200 cm を超えなかっ

た。マグノリア ‘ワダスメモリー’，モチノキ ‘オウ

ゴン’については試験期間中の枝張成長量がそれぞ

れ40 cm，44 cm であり，樹高と同じく，他の樹種

に比べて極めて成長が緩慢であった。なお，枝張が

3 月もしくは 4 月調査時に前年10月と比較して減少

している樹種があるのは，冬季に葉が落ちることで

枝にかかる重みが軽減され，枝が上向きになったた

めと考えられる。

枝張を樹高で除した値である樹高・枝張比が小さ

い樹種は，剪定頻度が低くても急激な樹体の成長や

図 1　新しい街路樹用中高木の無剪定時の樹高推移
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道路への枝のはみ出しなどが起こりづらいと考えら

れる。2023年10月時点の樹高・枝張比を算出する

と，サクラ ‘天の川’，ソヨゴ ‘ハラシマ’，トキワ

エゴノキ，マグノリア ‘ワダスメモリー’，モチノ

キ ‘オウゴン’は樹高・枝張比が0.6以下であり，無

剪定でも比較的細身の樹形を維持できた（図 3 ）。

特に，サクラ ‘天の川’は約0.2と非常に細身の樹形

であった。一般に，街路樹の望ましい樹高・枝張比

は概ね0.4～0.7とされており（一般社団法人日本造

園建設業協会，2006），無剪定でもその基準内に収

図 2　新しい街路樹用中高木の無剪定時の枝張推移

図 3　樹高・枝張比
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まっていた。それに対し，アーモンドは約0.82，ヒ

メユズリハは0.72と枝が横に広がりやすかった。

（2）剪定強度の違いによる生育および樹形への影響

2023年の剪定後の剪定枝乾物重を比較すると，ほ

ぼ全ての樹種で，剪定強度が強いほど剪定枝発生量

が増加した（図 4 ）。剪定時期に葉がない落葉樹と

葉がある常緑樹で分けて考えると， 落葉樹では，

アーモンド，イロハモミジ ‘司シルエット’，サク

ラ ‘天の川’，マグノリア ‘ワダスメモリー’の順で

剪定枝発生量が多く，枝張の増大しやすさと順番が

概ね一致した。常緑樹では，オリーブ ‘シプレッシー

ノ’，ヒメユズリハ，ホンコンヤマボウシ，モチノ

キ ‘オウゴン’，トキワエゴノキ，ソヨゴ ‘ハラシマ’

の順で多かった。枝張の増大しやすさと完全に一致

するわけではないが，枝張の増大しやすい樹種の方

表 4　剪定強度の違いが樹体の各部位における枝伸長量と発生角度に与える影響

図 4　剪定強度と剪定枝発生量の関係（2023年）
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が，剪定枝発生量も多くなると考えられた。

新梢の枝の発生角度を調査した結果，樹種ごとに

枝の発生角度に違いがみられ，サクラ ‘天の川’，

ソヨゴ ‘ハラシマ’は，樹体の上部，中部，下部の

どの位置でも概ね60°以上であり，枝が上向きに伸

びやすかった（表 4 ）。また，イロハモミジ ‘司シ

ルエット’，トキワエゴノキも比較的角度が大きく，

樹体上部では枝が上向きに発生しやすい樹種であっ

た。他の樹種でも樹体の位置による差は大きく，多

くの樹種で樹体上部ほど上向き，下部ほど横向きで

あった。しかし，いずれの樹種においても剪定強度

による発生角度の差は明確には現れず，剪定強度よ

りも樹種や樹体の位置に影響を受けやすいと考えら

れた。

枝の伸長量には樹種による差と剪定強度による差

が現れた。アーモンド，イロハモミジ ‘司シルエッ

ト’，オリーブ ‘シプレッシーノ’などの樹種は剪

定への反応性が高く，強く剪定するほど枝が伸びや

すくなる傾向がみられた。特に反応性が高かったイ

ロハモミジ ‘司シルエット’では，強剪定の上・中

部で60 cm 以上の枝の伸長がみられ，無剪定と比較

して 5 ～ 6 倍になった。シラカシにおいて，樹冠を

縮小するような強い剪定を行った場合，多くの徒長

枝が発生するとの報告があり（島田・細野，2023），
これらの樹種も同様の性質があるものと考えられ

る。ソヨゴ ‘ハラシマ’，マグノリア ‘ワダスメモ

リー’，モチノキ ‘オウゴン’は剪定強度に関わら

ず伸長量が小さいため，樹体サイズを維持するため

の剪定を行う頻度や労力の削減が可能な樹種である

と考えられる。

2023年10月時点の樹形を目視で評価し，図 5 の通

り分類した。剪定強度ごとの樹形の違いと成長速度

から総合的に判断し，樹種ごとに推奨される剪定強

度を決定した（表 5 ）。　サクラ ‘天の川’，ソヨゴ 
‘ハラシマ’，トキワエゴノキ，マグノリア ‘ワダス

メモリー’，モチノキ ‘オウゴン’は，無剪定でも

枝張の広がりが緩やかなため，飛び出た枝を切る程

度の弱剪定でも良好な樹形を維持できる。特に樹形

を細身に維持したい場合などは強剪定を行うことも

可能であり，状況に応じて弱，中，強剪定のいずれ

かの強度で剪定を行うとよいと考えられる。なお，

無剪定のままでも数年は良好な樹形を保てると考え

られるが，徒長枝や樹形を乱す枝が発生したり，樹

体内部の枝が密になったりすることが予測されるた

め， 少なくとも数年に一度の剪定は必要である。

アーモンド，オリーブ ‘シプレッシーノ’，ヒメユ

ズリハは強剪定をするとかえって強い枝の発生を促

してしまうため，弱剪定もしくは中剪定を行うこと

がよいと考えられる。ただし，弱剪定，中剪定では

枝が横に広がるのを強く抑制することは難しいた

め，ある程度枝を広げられる街路への植栽が必要で

ある。ホンコンヤマボウシは樹体上部の特定の枝が

伸長しやすい傾向があり，無剪定のままでは乱雑に

枝が伸びた不定形の樹形になりやすい。樹形の維持

のためには長く伸長した上部の枝を強めに切り詰め

る必要があるため，中剪定以上の強度で剪定するこ

とが推奨される。イロハモミジ ‘司シルエット’は，

幹が真っすぐ伸びるのが品種特性であり，その特性

を利用した細身の樹形に仕立てられる場合が多い。

しかし，枝の伸長が顕著であり，強く切り詰めない

と細身の樹形にならないため，強剪定が推奨され

る。ただし，冬季の剪定を中程度の強さで行い，着

葉期に旺盛に伸長した枝の間引き剪定を行うことで

も細身に維持できる可能性もあり，今後の調査が必

要である。

これまでの結果を総合すると，狭小街路に適する

樹種としては，樹形が細身に維持しやすい樹種が有

望と考えられるため，今回供試した樹種の中で有望

なのは，サクラ ‘天の川’，トキワエゴノキ，ソヨ

ゴ ‘ハラシマ’，マグノリア ‘ワダスメモリー’，モ

図 5　樹形の分類
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チノキ ‘オウゴン’の 5 樹種である。サクラ ‘天の

川’は枝の発生角度が最も上向きで，横方向に枝が

伸びづらいこと，‘ハラシマ’，マグノリア ‘ワダス

メモリー’，モチノキ ‘オウゴン’は発生角度も比

較的上向きで枝の伸長が緩慢であることが有望な要

因である。剪定管理に注意すれば狭小街路への植栽

表 5　樹種ごとに推奨される剪定強度
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も可能と考えられるのは，イロハモミジ ‘司シル

エット’とホンコンヤマボウシの 2 樹種であり，イ

ロハモミジ ‘司シルエット’は樹体上部の枝は上向

きに伸長しやすいので，比較的横方向に伸びやすい

樹体下部の枝を強く切り詰めるなど，適切に剪定す

れば細身の樹形を維持できると考えられる。ホンコ

ンヤマボウシは，剪定しないでいると樹形が乱れや

すいが，主幹は真上方向に伸びやすく，樹形を乱す

ような枝を早期に剪定すれば細身の樹形を維持でき

ると考えられる。アーモンド，オリーブ ‘シプレッ

シーノ’，ヒメユズリハの 3 樹種は主幹をはっきり

させづらく，横方向に枝が広がりやすい樹種である

ため，狭小街路への植栽には不適である。

2 ．新しい道路植樹帯向け低木の特性評価
（1） 刈り込み後の成長

植栽 2 年後に刈り込んだ後の伸長が，対照樹種の

サツキやヒラドツツジと同等程度の樹種は，イヌツ

ゲ ‘ヒレリー’，コクチナシ，ピットスポルム ヘテ

ロフィルム ‘バリエガツム’であり， 60 cm 以下で

あった（図 6 ）。なお，コクチナシは， 7 月に開花

があったために刈込時期が他の樹種より遅い 8 月に

なったことも生育量の低下につながったと考えられ

る。イヌツゲ ‘ゴールデンジェム’およびオタフク

ナンテンは，2021年 7 月時には刈り込みを行う必要

がないほど生育が緩慢であった。しかし，イヌツゲ 
‘ゴールデンジェム’は樹勢が非常に弱く，枝の伸

長がほとんどみられなかったため，夏期の高温や乾

燥など過酷な条件が想定される道路植樹帯への植栽

には不適であると考えられた。一方，コミノネズミ

モチ ‘バリエガツム’は刈込後の伸長が極端に大き

く，刈り込み後 1 年が経過すると樹高が120 cm を

超えた。管理コスト軽減が求められる道路植樹帯に

は不向きと考えられる。イヌツゲ ‘バリエガータ’

とイレックス アテヌアタ ‘サニーフォスター’は刈

り込み後の成長が大きかったが，徒長枝のような極

端に長い枝が数本発生したためであり，刈り込み労

力の面では大きな増大はないと考えられる。

剪定枝発生量では，対照樹種のサツキ，ヒラドツ

ツジでは 1 株あたりそれぞれ120 g，240 g と他樹種

と比べて少なく，同程度だったのはピットスポルム 
ヘテロフィルム ‘バリエガツム’，オタフクナンテ

ンであり，それぞれ80 g，220 g であった（図 7 ）。

それに対し，コミノネズミモチ ‘バリエガツム’，

セイヨウバクチノキ ‘オットライケン’，ビブルヌ

ム ハリアヌムはヒラドツツジの 5 倍以上の発生量

であった。これらの 3 樹種は，刈り込み労力の増加

と剪定枝処理が課題になると考えられた。

図 6　刈り込み後の樹高成長
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（2）強く刈り込んだ後の回復

強く刈り込んだ場合，2023年 6 月10日にはほと

んどの樹種で見た目の緑程度が100になり，見た目

上は完全に回復した（表 6 ）。これらの樹種は萌芽

力が強く，強く刈り込んでも枯損等の発生する可能

性は低いと考えられる。しかし，イヌツゲ ‘バリエ

ガータ’とピットスポルム ヘテロフィルム ‘バリエ

ガツム’の 2 樹種は見た目の緑程度が回復しきら

ず，それぞれ75，38であり，強く刈り込むと全体の

葉量が減少したまま元に戻りづらいと考えられた。

街路樹植樹帯に植栽された低木は，その性質上丁寧

な管理は期待できず，場合によっては強い刈り込み

を行われる場面も想定され，一定以上の回復力は必

要になってくる。これらの樹種を植栽に利用した場

合は，他の樹種と比較して管理に注意が必要にな

る。また，ピットスポルム ヘテロフィルム ‘バリエ

ガツム’は 5 株中 3 株が冬の間に枯死したため，寒

さにも弱いと考えられる。強く刈り込みを行ってい

ない木でも寒さによる傷みが発生していたため，試

験した東京都立川市以上に寒さが厳しい場所での植

栽には不適であると考えられる。

（3）総合評価

低木の各樹種について，成長速度，剪定枝量，刈

り込みからの回復速度，観賞性，病害虫の観点から，

総合的に評価した（表 7 ）。新しい低木として特に

図 7　刈り込みで発生した剪定枝量（生重）

表 6　強く刈り込んだ後の見た目の緑程度の推移
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有望な樹種はオタフクナンテン，ヒメシャリンバイ

の 2 樹種であった。剪定管理または病害虫管理に多

少の注意は必要であるが，イヌツゲ ‘バリエガー

タ’，イヌツゲ ‘ヒレリー’，ピットスポルム ヘテロ

フィルム ‘バリエガツム’，ビブルヌム ハリアナム

の 4 樹種も有望である。剪定管理や病害虫管理に十

分な注意が必要なイレックス アテヌアタ ‘サニー

フォスター’，クチナシ，コクチナシ，セイヨウバ

クチノキ ‘オットライケン’は利用場面が限られる

と考えられる。樹勢が非常に弱いイヌツゲ ‘ゴール

デンジェム’と，枝の伸長速度が非常に速いコミノ

ネズミモチ ‘バリエガツム’の 2 樹種は，道路植樹

帯への植栽には不適であると考えられる。

最後に，各樹種の詳細な特性を示す。

イヌツゲ ‘ゴールデンジェム’は，生育が極めて

緩慢で樹高，枝張ともにほとんど成長しないため，

刈り込み頻度は少なく済むと考えられる。しかし，

樹勢が弱いため，高温・乾燥等環境条件が厳しい一

般的な道路植樹帯には基本的に適さないと考えられ

る。また，イヌツゲ枝枯病が発生し，一部の枝が枯

れる場合があることも注意が必要である。

イヌツゲ ‘ヒレリー’は，樹高が高くなりづらく，

生育も緩慢であり，ツツジ類と同等程度の頻度の刈

り込み頻度で済むと考えられる。葉が密に茂るた

め，緑量を多く感じることができる。イヌツゲ ‘ゴー

ルデンジェム’と同様にイヌツゲ枝枯病に罹りやす

いため，注意が必要である。

イヌツゲ ‘バリエガータ’は，葉が小さく，縁に

白い斑が入るので明るく柔らかい印象を与えること

ができる。生育が比較的遅いため，剪定枝発生量も

比較的少ない。ただし，萌芽力はやや弱く，葉が無

くなる程度まで強く刈り込むと回復できない場合が

ある。また，上方向に徒長枝のような長く伸びる枝

が発生しやすいため，管理に注意を要する。

イレックス アテヌアタ ‘サニーフォスター’は，

新葉が非常に明るい黄色なのが特徴で，街路に明る

い印象を与えたい場合に活用が期待される。ただ

し，日射量が低い場所では黄色の発色が悪く，緑色

になりやすい（長嶋ら，2015）。生育が旺盛で樹高

が 1  m を超える程度まですぐに伸びるので注意が

必要であるが，高く伸びる枝の本数は多くないの

で，剪定枝の発生量はそれほど多くならないと予測

される。

オタフクナンテンは，生育がヒラドツツジ等と同

程度かそれ以上に緩慢であり，刈り込みの頻度が少

なくて済む。刈り込みをしなくても樹高は高くなり

づらいため，極めて省管理性が高い。観賞面でも，

紅葉が美しく，秋から冬以外の時期でも葉が赤みを

帯びる期間が長く，観賞価値が高い。供試樹種の中

でも特に有望な樹種である。

クチナシは，初夏に芳香のある白い花を咲かせる

のが特徴である。萌芽力が強く，強く刈り込んでも

回復しやすい。しかし，枝の伸長が旺盛なため，刈

り込み作業量や回数はツツジ等より増大すると考え

られる。また，ネコブセンチュウが感染して樹勢が

衰えやすく，長期的な栽培には注意が必要である。

コクチナシは，クチナシと比較して生育が緩やか

で樹高を低く維持しやすい。ただし，クチナシと同

様にネコブセンチュウにより樹勢の衰退が起こる危

険性があり，注意が必要である。

コミノネズミモチ ‘バリエガツム’は，生育が極

めて旺盛で，環境条件が適していると 1 年で 1 ｍ以

上も枝が伸長するため，刈り込み頻度が 1 年に 1 回

では足りず 2 ～ 3 回は行う必要がある。剪定枝発生

量も非常に多くなるため，特に刈り込み後の回復力

が強く求められる街路以外には不適な樹種である。

セイヨウバクチノキ ‘オットライケン’は，葉が

光沢がある濃い緑色で美しく，葉の観賞面で優れ

る。枝が全体的によく伸びるため，剪定枝発生量が

多くなる。

ビブルヌム ハリアヌムは，葉が密に茂るため緑

量を確保しやすい。枝の発生量は多いが， 1 本 1 本

の枝はそれほど長く伸びないため，急激に樹高が成

長することはない。剪定枝の発生量は多くなる。

ヒメシャリンバイは，新葉が鮮やかな赤色である

とともに，春に咲くピンク色の花が美しく，観賞価

値が高い。病害虫被害も発生しづらく，観賞性が高

い状態を維持しやすい。ツツジ類よりは成長は早い

と考えられるが，刈り込み労力が極端に増加するほ

どではないと考えられる。供試樹種の中でも特に有

望な樹種である。

ピットスポルム ヘテロフィルム ‘バリエガツム’

は，葉に斑が入るため明るい印象を与える。樹勢は

弱く，刈り込みの頻度はヒラドツツジ等と同等程度

以下で済むと考えられる。萌芽力は弱く，強い刈り

込みは適さない。また，寒さに弱いため，寒さが厳

しい地域への植栽には適さないが，都心部への植栽

には利用可能であると考えられる。
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3 ．総合考察
本研究において，狭小街路での植栽に適した中高

木を選定し，適切な剪定強度を示した。これらの樹

種は，枝が横に広がりにくかったり，伸長が緩慢

だったりするなど，剪定労力の軽減が期待できるも

ので，狭小街路における街路樹管理費用の削減につ

ながると考えられる。低木については，剪定管理労

力がツツジと同等程度以下の樹種を複数選定した。

これらは，伸長が緩慢で樹高が大きくなりづらいと

ともに，病害虫に強いなど，管理しやすい特徴を

持っている。今回選定した中高木であるサクラ ‘天

の川’，マグノリア ‘ワダスメモリー’の 2 樹種に

ついては花の観賞性が優れ，モチノキ ‘オウゴン’

は新葉の色に特色があり，これまでにない新しい観

賞価値を有しているものである。同様に，低木につ

いても，選定したオタフクナンテンとヒメシャリン

バイの両樹種とも葉に高い観賞性があり，管理労力

面以外での特性にも優れている。

今回選定した中高木および低木を組み合わせて植

栽することで，道路植樹帯の樹木を省力的に管理で

きるようになるとともに，彩りにあふれた街並みの

創出につながり，ひいてはより価値のある都市づく

りに役立てられると考えられる。
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Abstract

Street trees in Tokyo have increased in size; as a result, improper pruning practices, such as topping, are commonly 

performed by tree-pruning contractors. To address this issue, a cultivation trial was conducted using ten medium-sized 

tree species considered promising for planting on narrow streets and for labor-saving management. Appropriate 

pruning intensity was identified during the trial. Cerasus serrulata ‘Amanogawa’, Ilex pedunculosa ‘Harashima’, 

Huodendron tibeticum, Magnolia ‘Wada’s Memory’, and Ilex integra ‘Ougon’ were identified as promising for narrow 

street planting and labor-saving maintenance because they maintained desirable tree form even under minimal pruning.

Shrub species planted on street tree-planting strips were predominantly Rhododendron. Therefore, alternative shrub 

species were explored. The cultivation trial identified Nandina domestica ‘Fire Power’ which is slow-growing, and 

Rhaphiolepis indica var. umbellata f. minor, which has high ornamental value in both its flowers and foliage, as 

promising shrub candidates.
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